第３回高知県社会教育委員会　会議概要
（平成２２年８月１日～平成２４年７月３１日任期）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成２３年２月２３日（水）１４：００～１７：００
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高知県庁西庁舎２Ｆ　教育委員室
１．開会
　　　高知県社会教育委員長挨拶
２．議事
（１）高知県子ども読書活動推進計画（第二次）について
　第一次計画の成果と課題について各課より報告ののち、質疑とともに協議を行った。
①第４章　学校等における読書活動推進のための具体的な取り組みの成果と課題について
【報告】
保育所・幼稚園等における読書活動の推進：幼保支援課
小学校・中学校における読書活動の推進：小中学校課
高等学校における読書活動の推進：高等学校課
特別な支援が必要な子どもの読書活動の推進：特別支援教育課
共通理解を図るための支援：教育センター
【質疑・協議】
（委員）
　まとめて質問させていただいてよろしいでしょうか。
・４ページ読書活動について、県以外が実施している県外研修についてどんなものがありますか。
・６ページ③学校図書館の情報化について、小学校ではデータベース化以外に学校図書館管理システムが導入されているところがあるのでしょうか。
・学校図書館支援員の配置について、平成21年度は16名、市町村雇用で68名配置しているが、県内の小中学校で何割ぐらい配置されているのでしょうか。
・７ページの（２）の成果と課題での他県から比較しても高い全校一斉読書の実施率、開放状況について具体的な数値を教えていただきたい。
・小中学校、高校について、読書ボランティアの状況についてぜんぜん触れておられないが、どう
いう風になっているか教えていただきたい。８ページの生徒の自主的な読書の中で、生徒の図書委員会の取り組みとして、小中学生への読み聞かせのボランティアなど、高校内で図書委員会はどういう取り組みをしているのでしょうか。特別支援では幾つか事例が挙がっていますが、高校での自主的な活動について具体的なものが何なのか気になっています。
・高校は図書の整備が進んでいるのにもかかわらず、利用しない生徒が83%であるのはどういうところに問題があるのか。具体的に教えていただきたい。
・９ページの一般開放は36校中６校であり、全国と比べて２倍ということだが、全国の数値があ
　れば教えて欲しいし、具体的にそれを書いたほうが良いと思います。
・10ページ特別な支援が必要な子どもの読書活動の推進については、点字図書とか朗読テープの資料がどれくらい活用されているのかが重要なポイントになるので、これについても触れておく必要があると思います。
（委員）
・８ページの高等学校における司書に関して、司書の数についての項目がありません。高校には昔から司書がきちんと配置されていましたが、定年退職後の欠員にあまり補充がないと聞いていますが、司書の数はどうなっているのでしょうか。司書の配置の現状とこれからの見通しについて教えていただきたい。
・司書の定数と臨時的に採用しているところがあればその理由を知りたいと思います。
・高校の図書館の一つの役割に就職支援、キャリア教育の情報提供がありますが、これについて具体的なことを教えていただきたい。
・オープン講座について、指定校の20校以外の参加はどれくらいでしょうか。
（委員）
・７ページについて、12学級に司書教諭が配置されているが、配置されることによってどのようになっているのか説明があったら良いと思います。
（委員）
・数値的な確認ですが、６ページ小中学校の②のところ、小学校が18年度は7,190冊、中学校が
5,903冊となっているが、第一次の計画では17年度は小学校が5,652、中学校が6,356と1年間で小学校は相当増え、中学校は逆に減っているので、理由を教えて欲しい。学校統合等の影響かもしれませんが。
・12ページのセンターの研修について、先進的な取り組みに関する情報提供をどのように流してお
　られるのか。
・職員間の連携をどのように共有し、高めに設定しているのでしょうか。
（幼保支援課）
県以外の研修の状況について、大きな地域では絵本作家を招聘した研修の機会を設けています。小さな単位では、各中学校区単位で、小中学校の司書教諭や推進教諭などの専門性を発揮した研修が行われています。こちらに保育所、幼稚園、認定こども園の職員が参加しています。また、県外へ出向いて学びを深めている取り組みもあります。その他、絵本の業者を園に招き選書の仕方を学んでいます。子育て支援の講習会で絵本の読み聞かせについても学ぶといったことも行われています。
（委員）
高知県には想い入れの深い、子ども達に良い本を届けたい書店があり、選書会だけでなく、親子の読み聞かせ教室を開いたり、絵本の中にある料理をつくる体験をしたりしています。休日には園の先生や小学校の先生も参加できる研修があります。また、ＮＰＯが主催する読み聞かせの会もあります。
（小中学校課）
・７ページの成果と課題について、全校一斉読書の実施率は、全国の小学校は97.9%、中学校は87.3%
です。
・平成22年度全国学力学習状況調査結果では、「読書が好きですか」の質問に「好き」と答えた割合は、県内小学校は74.7%で全国の小学校は73.0%、県内中学校は71.4%で全国中学校では68.8%です。
・読書時間が１日10分未満の割合は、全国の小学校が36.8%、中学校は60%です。
・データベース化、学校図書館管理システム導入については、それを問う設問がないので状況はつかめておりません。
（委員）
公共図書館で行われているのは、図書のバーコード、カードで借りるといった簡単なシステムです。それが学校入ってくると学校の図書の貸し出しが随分楽になると思います。
（委員）
土佐町ではやっておりますが、南国市もやるように聞いています。
（委員）
緊急推進校で何校か管理システムが入っているところがあります。
（小中学校課）
ありますが、１割にも達していません。
（委員）
学校図書館支援員の配置は、何割ぐらいなのでしょうか。
（小中学校課）
350校中の68校です。
（委員）
学校図書館支援員の仕事はどういったものでしょうか。
（小中学校課）
月から金まで学校図書館にいて、貸出とか環境整備をしております。教諭ではなく緊急雇用の関係で雇っている、非常勤職員となります。
（委員）
これは課題とはならないのでしょうか。
（生涯学習課）
国の措置がなくなれば、県としてどうしていくのかを課題として考えております。学校図書館支援員とともに公立図書館のない市町村には、子ども読書支援員を配置しています。緊急雇用制度は、平成23年度で終わるので、平成24年度以降はどのように雇用し、今までやってきたことをどう継続させるかは課題です。成果が非常に上がっているので、継続することに課題意識をもっております。図書館に人がいることで貸出数が増えています。学校図書館には人がいることと、新しい本があることは非常に重要であると考えています。
（委員）
ここへ記入していただいたらどうでしょうか。
（小中学校課）
・オープン講座への参加について、推進校以外からどのような参加があったのかということですが、第１回目の８月には、事務局含めて100名の参加でした。推進校から代表が１名、推進教諭20名あったので、70名くらいの参加となります。２回目は１月20日に実施しましたが、管理職対象でした。全体として70名で、管理職は40名、推進校以外では30名の参加がありました。
・研修参加者のアンケート結果では、勉強になった、実践に結びつくような内容であった、など大変前向きな感想をいただいています。
・先進的な取り組みをどのように広げていくかについては、協議会を通じて埼玉や荒川区の取り組みをお知らせしました。県内では宿毛小学校を例としてあげ、近隣の小学校や中学校に声をかけ担当の先生に参加してもらいました。
・職員間の連携については、私や教育センターの企画官が一緒に年３回ほど推進校を訪問し、校長先生のリーダーシップのもと、組織の中で図書館活動の位置づけをして、全教職員で活性化してもらえるよう常にお願いしています。
・冊数については、推進計画は平成17年度のもので、こちらにあるのは平成18年度のものです。数字の違いは、廃本などによるものではないかと思います。
（委員）
私のところのでは、統合の際に図書標準にとらわれずに、古い本は思い切って処分しました。
（委員）
学校の統合により廃本が非常に増えるケースでは減少することは起こり得るので理解できます。
（委員）
 学校図書館の図書標準達成というのも学校図書館の一つの基準だと思いますが、古い本がどんどん増え、役に立たない本がいっぱい出てきているということを考えると、廃本も必要です。これに関して、どんなふうにして新しい本にかえているかという数値はないのでしょうか。
（委員）
数値的に疑問を感じたから質問したわけですが、根本的なところでは、例えば学校へ寄付をいただくとか、お金が無い時にはどうするかといったことなどを考えていかなければならないと思います。
（小中学校課）
数値のまちがいがありましたので、訂正をお願いします。先程１日10分未満の割合で、全国の中学生の割合ですが51.0%です。60%と申し上げましたが、まちがいです。
（委員長）
だいたい全国並みということですね。
（生涯学習課）
読書ボランティアについて、読書ボランティアの活用も調査にあると思いますが。
（小中学校課）
読書ボランティアの活用状況についてですが、平成20年度のデータでは、県内小学校で、59.6%、全国小学校は76.5%です。同じく中学校ですが、県内中学校が12.2%、全国中学校は20.7%です。
（委員）
低いですね。
（委員長）
高等学校について回答をお願いします。
（高等学校課）
・朝の読書の実施率は、県内では平成22年度は69.4%です。全国は平成20年度の文科省の調査に
なりますが、39.7%です。
・司書教諭については、発令している学校が36校中24名、それ以外にも発令はしていないけれど
も有資格者がいる学校もあります。校内の組織の関係でそうなっています。司書については高知
商業を除く県立では、35校中21校に正規採用で実習助手という職名で配置しており、募集時に
は司書有資格者が望ましいとしているため、21名の大部分の方が資格をもっています。司書がい
ない学校も臨時的任用や緊急雇用による非常勤職員として配置しています。調査はしていません
が、高知商業にも司書がいると思われます。県立では司書がいない学校は１校だけです。司書が
いない学校でも司書教諭はいるので、司書教諭あるいは司書のどちらかがすべての高校にいると
いうことになります。臨時の方は15名おりますが、１年間ずっと配置されているとは限りません。
（委員）
司書は定年退職された後、補充されずに減ってきているということを聞いています。専門性がより求められる高等学校の司書が減少していることは、課題としてあげられるべきだと思います。司書がいて、いつでも利用できる図書館にしておくことが、利用率をあげる大きなポイントになると思います。
（委員）
　高等学校での図書委員会の活動とは、具体的にどのようなことがあるのでしょうか。
（高等学校課）
　・清掃活動や展示の変更、推薦図書の調査や広報活動をしています。校内での活動が主になっています。
・図書館の利用率については、学級図書の利用や朝読書の本を自宅から持ってくるということも影響していると思われます。読書活動が一部の職員や生徒に偏っており、全体のものになっていないことが課題であると考えます。担当は熱心であるが全体に広がっていないので、どうやって広げるかが課題です。また、キャリア教育の一環として、進学関係・就職対策の図書の購入を支援しているが、進路室にそういった書籍はあるので学校図書館外での利用となっています。
・一般開放については、平成22年度の調査ですが全国8.8%に対し、高知県は18.9%となっています。
（委員）
　　質問のポイントは、図書整備が一番進んでいる高等学校の利用率が下がってしまうという原因はどこにあるのかということなのです。高校の先生自体に学校図書館に対する理解が低いことにあるのではないかと思うので、小中学校の学校図書館活動ガイドブックのように高等学校にも活用の仕組みがあれば良いと思います。
（委員）
　　原因の一つに司書の配置もあると思います。レファレンスサービスができる人がいれば、本を読んだり、調べたり、キャリアについて考えたりできます。時には現場に赴いて実態把握をすることが大切です。本を読む条件はどの子どもにもあるので、導く大人のいる環境を県教育委員会がつくることが必要です。
（委員）
　　課題として、高等学校の教員が学校図書館の活用に取り組むことをあげたほうが良いと思います。
（委員長）
　　点字図書と朗読図書の活用状況について報告をお願いいたします。
（生涯学習課）
　　点字図書については、盲学校で活用しております。ろう学校にも弱視の方が一名いるので活用しているそうです。朗読図書については、盲学校で活用していることは把握しているが、詳細に調べれば他にも活用しているところがあるかもしれないということです。
（委員）
　　特別支援教育について、ＮＰＯの図書館でバリアフリーコーナーを作ったので、そういったことも認識しておいてほしいと思います。
（委員長）
　　バリアフリーのこと、高校の先生には小中学校の積み上げを生かすような取り組み、本のリニューアルの仕組み、専門職の方の配置、質などについて意見をいただきましたが、感想などお願いいたします。
（委員）　　
今までは小学校を訪ねて図書室を拝見すると暗くてさみしい印象がありましたが、ここ数年、専門の方が入ることによって、図書室が明るくなり、案内の方もどうどうと案内してくれています。子どもたちも図書室にとても親しみがあって、司書の方が本を読んでくれたりして、私たち幼稚園の者も安心して小学校へあげられる感じがしています。環境はやはり大切だと思います。学校が好きと思うには、図書室が好きという思いが大切だと思います。
（委員）
　　先日、開かれた学校の協議のなかで、子どもたちの読む本が良くなって来ているという話を聞く一方、読解力が弱いという現実があると聞き、本当の意味で「読む」とはどういうことか考えさせられた。字づらを追うだけでは読んだことにはなりません。先生方には読解力についての課題解決を考えていただきたいです。
（委員）
　　読解力に関して、学校図書館と公共図書館の利用で関連するデータがあります。学力の高い子どもほど、地域の公共図書館を利用する割合が高くなるという傾向があります。両方利用するように習慣化している子どもほど、学力が高くなっているということです。小中学校の項目では学校図書館と公共図書館の連携について触れられていませんが、こういう結果からも学校図書館と公共図書館の連携は大事かと考えます。
（委員長）
　　連携には発達段階など内容の質的な部分も大切ですね。
（委員）
　　活用能力を上げるには体験活動が有効です。高校でも総合学習のなかで体験学習を行っていると思いますが、ボランティア活動と読書がリンクできないものかと考えます。地域のなかで高校生のボランティア活動は増えてきているはずで、高齢者施設で老人のための読み聞かせを行うなど、総合学習のなかに読書活動を位置づけることが必要だと思います。その中で読書の質も上がってくると思います。
（委員）
　　先の開かれた学校の協議の中では、家庭での読書を広めることが大切という意見もあって、それには親が子どもと一緒に読書することを進めようという話になりました。
（委員）
　　私たちは地域で読み聞かせ活動を行っていますが、読み聞かせは文化であると考えていて、文化を伝えるにはやはり地域の方が学校に入ることが大切であると思っています。読書は子どもたちの想像力を高めるという意識をもって行っております。時々後ろを向いているお子さんもいますが、注意はせずにそのまま読み聞かせを進めていると、自然に前を向いてきて、集中して話を聞いています。読み聞かせのあとで子どもたちに意見をもらうのですが、何を感じたかという自分の素直な思いや、読み聞かせの仕方への意見など活発に言ってくれます。子どもの感性を大切に考えている学校では、子どもたちのお礼の手紙を送ってくださるのですが、読ませていただくと、内容がよくとらえられているなと感心させられます。やはり子どもの持っているものを引き出すことが大切だと思います。今の子どもたちは自然の中で遊ぶ機会も減ってきているので、より想像力を大切にしなくてはいけないと思います。
（委員）
　　それには、体験と結びつける形を学校の読書活動に位置づけないといけないと思います。
（委員）
　　そのとおりで、体験によって子どもたちの持っているものを引き出すことが大事だと思います。
（委員）
　　わたしたち幼稚園でも読み聞かせを大切にしていて、昔話や詩の朗読をしています。ですがお金が少なく、本が十分あるとは言えない状態なので、幼稚園や保育所などにも支援をしていただけるとありがたいです。
（委員）
　　12ページの共通理解の部分で、様々な体験学習に読書活動を位置づけることと、様々な教科のなかに読書活動を位置づけることを提案します。さらに高知県の文化を活用した教材をとり入れて、読書活動のなかでも高知県の文化を伝えることを位置づけることが大切だと思います。
（委員）
　　人は悩んだり、ぶつかったりいろいろな体験をしながら社会性を身につけていくものですし、成長には時間がかかるものですから、読解力や学力も向上するには時間が必要です。性急になってもいけません。
（委員）
　　やはり押し付けでなく自主的に学ぶことが大切で、読書についても自らから読もうとするにはどうするかを考えるべきです。
（委員長）
　　そうですね、そういった提案をしていくことが大切ですね。
（委員）
　　計画には数学と読書、音楽と読書、健康と読書というように領域別に読書活動と結びつけることを具体的にあげると、学校の先生にも理解されやすいと思います。
（委員）
　　二次計画では具体的に目にみえる形にするということですね。
②第３章　地域における読書活動推進のための具体的な取り組みの成果と課題について
【報告】　高知県立図書館
【質疑】
（委員）
　　国際子ども図書館との連携はどうなっていますか。
（県立図書館）
　　国際子ども図書館のようにはじめからセットしたものでなく、どういったものが良いかを聞いて出しています。こちらからのセットというのは、県立図書館で行った展示物をパックして送っています。本や関連するぬいぐるみだとか、そういったものを巡回という形で貸し出しています。
（委員）
　　読書を推進するため事業として、ＮＰＯや市町村図書館と共催したものや、専門図書館や大学図書館との連携したイベントなどはどのようものがありますか。
（県立図書館）
　　読み聞かせやブックトークなど現地で行っている方の研修を含めてやっております。
③第２章　家庭における読書活動推進のための具体的な取り組みの成果と課題について
【報告】生涯学習課
【質疑】
（委員）
　　質問ではないのですが、中学生や高校生の読書活動推進が重要な位置づけにされていることに賛成いたします。家庭教育の支援に関する調査を最近いたしましたが、中高生をもつ親が悩みをもっている率が高いということがわかりました。乳幼児や小学生については家庭教育が大分充実してきましたが、支援をやっているにもかかわらず中高生をもつ親にはまだ悩みを抱えているという現実があり、それについて読書活動を通じてどう支援していくかが問題だと考えています。書店でも子どもの本から突然おとなの本に移行しており橋渡しの部分がありません。公共図書館でもジュニアコーナーは設けていますが、まだ弱い状況なので、中高生を支援することがこの読書活動推進計画に位置付けられれば素晴らしい計画になると思います。
（委員長）
　家庭教育の部分でも中高生に対する支援に注目するという意見だったと思います。
（２）市町村における読書活動推進の具体的方策について
【事例報告】
　「読書活動推進のまちづくり」：川田委員
【質疑・協議】
（委員）
　　平成15年もしくは16年から取り組んでおられましたが、当初は暗中模索の状態でした。ご自分のやりたいことに信念をもって地道にやり続けておられて素晴らしいと思いました。
（委員長）
　　高知県は大変優れた事例をもっておりますね。
（委員）
　　実際に現地に来ていただければ、よりわかっていただけるかと思います。
（委員長）
　　この町だから、この人がいたからできたということではいけないので、このすぐれた事例を生かしながら、基本的かつ具体的な施策をあげてまとめていかなければならないと思います。
（委員）
　　これは町の振興計画でもあると思いました。読書を通じて親もフォローしていくような、生涯学習に繋がるようなものを自分の町でも行うように働きかけたいと思いました。
（委員長）
　　今日はちょうど読書の日ですが、町ではどのような呼びかけの放送がされるのですか。
（委員）
　　「明日は読書の日です。読書に親しみましょう」「今日は読書の日です。本を読みましょう」といった、一般的なものです。
（委員）
　　放送が流れるということが大事なのです。
（委員）
　　学校は学校で「私が薦める本」といった手紙を掲示するなど、いろいろなことを結びつけて行っています。単独で行うのではなくいろいろな取り組みや機関と結びつけることが大切です。
（委員長）
　　活発なご意見ありがとうございした。素晴らしい事例に対して協議の時間が短く申し訳ありませんが、以上で協議を終了いたします。
３．閉会
　　　生涯学習課長挨拶
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